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はじめに

令和2(2020)年12月17日、国連教育科学文化機関ユネスコが、茅葺と茅
採取を「伝統建築工匠の技 木造建築を受け継ぐための伝統技術」の要素
のひとつとして無形文化遺産に登録決定しました。茅や茅葺屋根の保存・
活用に追い風が吹く形となり、魅力あるコンテンツの提供の必要性をさらに
強く感じています。翻って、令和2(2020)年2月から日本でも猛威をふるい続
けている新型コロナウィルス感染症によって思うような活動ができない状況
が続いています。

本稿では横浜市歴史博物館の「かやぶき屋根プロジェクト」の概要を報告
するとともに、現状どのようなことができるのかについても触れようと思いま
す。



経緯

横浜市歴史博物館では、平成8年に一般公開された大塚・歳

勝土遺跡公園内の、特に史跡部分について管理を行っていま
す。

茅葺屋根は人がその場に生活して手入れを続けることで長持
ちしますが、大塚遺跡の復元建物は屋外展示資料であり、人
が生活しているものではありません。よって、日差しによる紫外
線や風雨、落ち葉による影響を受けやすくなります。







かやぶき屋根プロジェクト

可能な範囲で茅葺屋根の劣化を食い止めるため、またより多くの人々が楽しみ・学び
ながら活動できる場を創出するために、以下のとおり目標を立て、「かやぶき屋根プロ
ジェクト」を立ち上げて平成29(2017)年より、活動を始めました。

①茅葺屋根職人に教えを請い、自分たちでも簡易な修繕を実施できる技術の獲得。

②素材となる茅の確保と活用。

③上記2点について、将来的に公募によるボランティアとともに継続して実施する。



平成29年度の活動事例
第1回：平成29年9月30日

•研修の1回目は茅葺職人の茅吉さんにお越しいただき、
座学と大塚遺跡でのレクチャーを受けました。

• 1軒の復元竪穴住居を対象に修繕の研修を行いました。



























平成29年度の活動事例
第3回：平成29年12月9・10日

• 3回目の研修は茅刈りの講習を受け、全員無事合格しま
した。













平成29年度の活動事例
第4回：平成30年2月23日

9月に修繕した復元竪穴住居について引き続きの修繕を
進めました。より本格的な修繕を指導される中で、かやぶ
き屋根プロジェクトとして今後必要な道具を確認していき
ました。

















清掃(落ち葉刷き 令和元年)





普及・報告など

「ふるさと文化財の森システム推進事業普及啓発
事業」として平成30年度から実施

横浜市歴史博物館の定期刊行冊子やHPへ掲載

報告会の実施

動画の撮影・配信





https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/joseishien/furusato_mori/index.html



https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/joseishien/furusato_mori/furusato_settei_ichiran.html









討論「かや」の活用とこれから

意見交換


